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算数科学習指導案(略案)
平成2　5年2月1日

小　　　学　　　部　　1

男子　　3人　　　女子　　3

場　所　小　学　部　1

‡艶話,四ツ永信也(Cr)篠願穣(Srl)
1　題材　　｢すうじあそびI｣

2　本時の学習(10/14)

(1)全体目標

具体物の集まりを順序良く数えたり,数詞や数字に応じた具体物を並べたりする活動を通し
て, 5までの数を数詞や数字で表すことができる｡

(2)個別の指導計画と個人目標
児童 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A (1年,罪) ���-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�/�-ﾈ,h-ﾈ.�,Y�H*h+ﾘ.��B�具体物を数詞と対応して数えたり,同数の半具体 
字で表したりすることができる○ 兒�/�¥�-x+ﾘ.�+X,BﾃX-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈﾌ)�H/��H鬚�4ｨ�ｸ6�.)�H鬨/���*(,IUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.���

B (1年,女) 牝�-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�/��x.ｨ+ﾘ.益�+4ﾄﾈ+ﾘ.��5までの具体物を数詞と対応して数えたり,数字 
して数えるとともに,3までの具体物の集 �,i:��H,ﾈｾ��ﾉZ�/�¥�-x+ﾘ.�+X,Bﾃ8-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾂ�

まりを数詞や数字で表すことができる｡ 偖x-ﾈ.�,i�H鬨4ｨ�ｸ6�,h/��陌�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

C (1年,女) 店-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈ�-ﾈ.�,�*�*(,Bﾉ�x.｢�具体物を数詞と対応しながら指さししたり,数字 
たり指さししたりして数えるとともに,敬 �,i:��H,ﾉKﾈｾ��ﾉZ�/�¥�-x+ﾘ.�+X,BﾃX-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ��

詞や数字と対応することができるo �,ﾈ�-ﾈ.�,i�H鬨4ｨ�ｸ6�,h/��陌�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

D 店-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈ�-ﾈ.�,�*�*(,Bﾈ輾+2�具体物を数詞と対応しながら指さししたり,数字 

(2年,男) �+X,Y�H*h+ﾘ.に�H鬨,i�陌�+X+ﾘ.�+x.�+�,b�と同数の半具体物を並べたりして,5までの具体物 
ができるo �,ﾈ�-ﾈ.�/��H鬨4ｨ�ｸ6�,YUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.���

E (2年,男) ���-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈ�-ﾈ.�,�*�*(,Bﾈ耳,"�具体物を数詞と対応して数えたり,数字と同数の 
ずつ数えたり,数詞や数字と対応したりす 僵ﾈｾ��ﾉZ�/�¥�-x+ﾘ.�+X,BﾃX-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈ�-ﾈ.��

ることできる○ �/��H鬨4ｨ�ｸ6�,YUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

F (2年,女) 店-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�/�輾+8+X+X,�*ｨ.x��|r�具体物を数詞と対応して一方向に数えたり,数字 
く数えたり,3までの具体物の集まりを数 �,i:��H,ﾈｾ��ﾉZ�/�¥�-x+ﾘ.�+X,Bﾃ8-ﾈ,X,ﾈｾ��ﾉZ�,ﾂ�

詞や数字と対応したりすることができるo 偖x-ﾈ.�,i�H鬨4ｨ�ｸ6�,h/��陌�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

(醒講誌萱に当たって

本時は,具体物の集まりを数詞と1対1対応して数えたり,数詞や数字に応じて並べたりする
ことで, 5までの数を習得する学習活動である｡導入では,歌遊びを通して,興味･関心を高め,

数が増えていく様子を視･聴覚的に感じたり,数詞や数字を用いたりすることを意識できるよう
にする｡展開前半では,f目互の学び合いを促すために集団による学習活動を,後半では,個々の
実態に応じた課題を設定できるように個別の学習活動を設定する｡終末では,相互に取り組んだ
ことを発表し合い 学 したことの達成感を味わうことができるようにする｡
材･教具とのかかわりについて
児童が主体的に注目を向けたり,触れたりできるように,使用する具体物は大きさや色,厚さ

などに配慮する｡具体物を数える際は音声ペンを活用し,音声言語の代替手段としたり,具体物
を半具体物(絵カード　タイル)に置き換えることで数の抽象化を図ったりする｡
友達･教師とのかかわりについて
導入では,数える活動において,友達のモデルとなって発表できる機会を設定する｡展開にお

いて,友達と協力して数字と同数の具体物を集めたり,友達と一緒にその集まりを数えたりする
ことで,友達とかかわり合いながら学習を進めることができるようにする｡終末では,できたこ
となどを全体の前で発表することで
自分とのかかわりについて

教師や友達からの称賛を受けることができるようにする｡

児童の学びに対して即時的に称賛し,できた自分に気付きながら学習に取り組むことができる
ようにする｡めあて提示の際は,学習活動に対する具体的な見通しや期待感をもつことができる
ように,絵カードや活動に関する模範を併せて提示する｡展開では,自分でできたことに気付く
ことができるように,必要に応じてはめ板を用いた教材や光が出る教材を準備する｡終末では,

児童が主体的に発表できるように,実際に使った教材を用いた発表場面を設定する｡
業環境の工夫
導入,終末では,黒板前に集合し, CTや発表者,ホワイトボードに着目できるようにする｡個

別学習では,課題に向かうことができるようにグループ間の距離を配慮し,必要に応じて仕切り
を設けたり,グループ内の友達の取組を手掛かりにできるように机の向きを工夫したりする｡

-40-

金 校

一

6

2
ルグ

計

日
年

曜
2
人

響

時
プ
入
室

㈲



過程 偃X,逢x�ｨ�:��指導及び支援上の留意点 倬�{���OR�

導入 ��跖-�,ﾈ街��/�+x.���(慄uh-�/�+x.薬�･学習の始まりが意識できるように,当番と一緒 にサインを交えて挨拶を行う〇 ･児童がこれまでの生活で見聞きしている歌遊び 唸7ｨ8�486r�

(1)｢いつぽんでもにんじん｣ �/�竧.�X*H+�,h,Rﾈｧx�,���+x.仆ｹj�隴i�8/�ｷﾂ�ボード 

(2)｢すうじのうた｣ 3本時の学習についての見通 �*ｸ�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｸ-ﾈ+ﾒﾈ慄uh-�/��･歌遊び絵 

通して,具体物の集まりや,数詞と1対1対応し �4ｨ�ｸ6��

(10分) 凾ﾈがら数えること,数字とその数量に対する注目 啜4B�

や意識を高めることができるようにするo 啜4H6h62�

｢いつぽんでもにんじん｣の歌遊びを通して, ����

しをもつo ��H霾.)�H鬨,��+h+ﾘｾ��ﾉZ�,ﾉ�H/��H*h+ﾘ.に¥�-r�･数字カー 

数えたり並べたりしよう言 4めあてを知る0. iみかんの集まりを数で表そうol �+ﾘ.�+x.乖�:�,ﾉlﾙLﾘ/�5C(*ｩ/�麌+X+ﾘ.な��ﾝｸ,倬��ド 

童が行ったりすることで本時の学習内容に対する 喊,B�

具体的な見通しをもつことができるようにする｡ 唸-ﾘ*�/��
･みかんの実物(模型)を箆に入れて数えたり, 宙��Zつ�

数字カードと同数のみかんの実物(模型)を並べ 冤ﾘﾅ竰�

たりすることで,学習課題を把握できるようにす 唸-�*�,Iw��

るo(STl) 丶x4ｨ�ｸ6��

展開 店-ﾘ*�/�鋕.�5��ｸ8�/�+x.��ｲ�･活動内容に対する具体的なイメージをもつこと 唸髯;h����

(I)みかんをみかんの木から �*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�5Fﾈ,e5C(*ｩlﾙLﾘ/�/�麌+Rﾄ5H*ｨ髓�カード 

取るo �;h,���+X,I��k�/�ﾗ8*H�ｲ�･みかんの 

(2)みかんを1対1対応しな 唳ti$)�ｨﾍﾘ,ﾈｭh.ﾘ.畏x*(/��8+x+ﾘ-�,鎚7�4�,X,ﾂ�木 

容器に移す｡ 乖�:�/��ﾙ.�+x.嫡�,d"ﾄ8,dbﾄH,dR鑓ｨ�:��･みかん 

(3)取ったみかんの数を数詞 �+x.�7�4�,�5Fﾈ*｢ﾉ�(,�,H*(.倬�;h,�5C(*ｨ辷�+Rﾂ�(実物, 

と対応しながら数える. 6数字カードと具体物や半具 �5H,ﾙ�9�ﾈ/�F8簡+X,�*ｨ.y�h鳬4�,偃i�x,���+x.傲ﾂ�模型) 

贅を行う○ 喊,B�

･取ってきたみかんを範から一列に並んだ容器に 唳vXｮﾒ�

移す活動を通して,みかんの数と数詞や身体動作 唸6x�ｸ4ﾈ�ｲ�

とを1対1対応できるようにする｡ �7�92�
･音声言語や発語が少ない児童(C,り)一に対し 唳�H鬨4ｨ�ｲ�

ては,音声ペンを活用し,具体物と数詞と.を対応 �6��

できるようにする○ 啖�-ﾘ*�/�lﾒ�

(25分) 勍児童の課題に応じて二つのグループに分かれて ��ﾅ��

体物との対応を行う｡ 萄ｧx�/�ﾗ8*B�.h*Fﾈ,�+x.躍"ﾈ�8+�謌+X,X,ﾒﾂﾅ6凭ﾂ�十はめ板 

(個別課題)ー �8,X,ﾉ�H鬨,i�陌�+x.乖�:�/�ﾗ8*"ﾈ齷Zｨ,X,X*ｸ+ﾘ+��～ ･はめ板盤 
･数字カード(1-3)と �,h,亢9WH*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,鎚,ﾘ-�(.(ﾏX,ﾈ��･みかんの 

具体線との対応 �.仆8ﾝ粨ｻ8ｾ�/�w�*(.剃�ﾄ2ﾄBﾄX,���+X,B�木イラス 

B,FI 綿,ﾒ)�陌�+x.侭Kﾈｾ��ﾉZｈ､x4ｨ�ｸ6ｘ/�5�488ｸ,�'R�ト 

･数字カード(1-5)と �*ｸｫx*h,H*(*ﾘｨ�:�/�,ｨ+X,Bﾉ�H/�.h.�(ｨ�ｹ4�,�R�･みかんイ 

具体物や半具体物との対応 �*H+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�ラスト 

A,C,D,E 啜"ﾄh,�,(*(,H,ﾕ5Fﾈ*｢ﾄ�ﾄ2ﾄBﾄX,�,(*"�･タイル 

てはOT,ST2が指導及び支援を行うo 唸5�488ｹ¥��
･並べ終わった後は数詞と対応しながら数えるこ �-yvXｮﾒ�

とで,並べた数の確かめを行うことができるよう 唸7ｨ8�486r�

にするoまた,数字カードに応じて同数の具体物 �7ｸ�ｸ6��

や半具体物を正しく並べることができたときは, 唳�H鬨4ｨ�ｲ�
｢同じにできたね｡｣と,具体的な言葉掛けや花丸 �6��

カードによって称賛し,｢同じ｣という用語によっ 唸扎ｭｸ4ｨ�ｲ�

て数字と具体物の並び(数量)とを対応付けるこ とができるようにするo �6��

終末 土gｸ鳧,ﾈｧx�/��X.云H.���咽�.ﾘ.�,ﾈ街��/�+x.���･展開で使用した教材.教具やみかんをイラスト 停�-ﾘ*�/�L"�した板版を用いて,実際に操作しながら本時での 儉Rﾉlﾘﾅ��

(10分) 剋鞫gを発表できるようにするo 唸扎ｭｲ�
･学習の終わりが意識できるように.当番と一緒 にサインを交えて挨拶を行うo �4ｨ�ｸ6��

(5)評価

具体物の集まりを順序良く数えたり,数詞や数字に応じた具体物を並べたりする活動を通し
て, 5までの数を数詞や数字で表すことができたか｡
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